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エゾヤチネズミ (Clethrionomysrufocanus 

bedfordiae THOMAS) における

日周活動の季節変化

I 積雪期の日周活動

出羽寛*

Seasonal Variation of Daily Activity Rhythms of the 

Red-Backed Vole， Clethrionomys rufocanus 
bedfordiae (THOMAS). 

1. Daily Rhythms in Snow Season. 

By 

Hiroshi DEWA* 

はじめに

ネズミ類の日周活動は一般に夜行性が強いとされている (KLEITMAN1945，高津・太田1956

など)。 しかし，これまでの報告をみるとネズミ亜科 Murinaeとハタネズミ亜科 Microtinae

とでは日周活動型に違いが認められるようである。すなわち，ネズミ亜科のものは日没と日の

出の前後に活動のピークをもっほぼ完全な夜行性で，日中の活動はまれである (Ruttus属:和

泉 1973，高津・太田前出 ;Muss属:藤本 1953，STRECKER and EMLEN 1953; Apodemus属:

MILLER 1955， KOCTEHKO 1970，渡部・村上 1974;Micromys属 KOCTEHKO前出)。これに対

して，ハタネズミ亜科に属する種では，日没と日の出の前後にピークをもっ点では前者に似る

が，夜間のみでなく日中にも相当活動する点が違っており，しかも夜間に活動の主体がある場

合と日中に活動の主体がある場合の両方の報告がある (DAVIS1933， HAMILTON 1937， BROWN 

1955，上回 1946，高津・太田 前出， STEBBINS 1972， KOCTEHKO前出)。このようにハタネズミ

亜科における日中の活動性については必らずしも一様ではないが，これが種の違いによるもの

か， 調査時期， 調査場所の条件の違い， または調査方法の違いなどによるのかは現在のとこ

ろ必らずしもはっきりしていない。 エゾヤチネズミ (Clethrionomysrufocanus bedfordiae 

THOMAS)について，上回(前出)は，北大構内小林地の野外個体群において日没直後と日の出
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直前に活動のピークをもち日中はほとんど活動していないことをみた。高津・太田(前出)は

後年同じ場所で調査した結果， 基本的には上回(前出)のみた日周活動型を認めたが， 高密度

時には日中にも相当活動していたことを報告している。

筆者は 1973年以来野外飼育場を用いてエゾヤチネズミの個体群に関する調査を行なって

いるが，その一環として次の目的をもって日周活動の調査を行なった。1)この種の臼周活動の

季節変化について。 2)この種の生息条件としで重要であると思われる地上部の被覆の有無が

日周活動に与える影響について。 3)密度， 1生，齢，体重の違いと日周活動の関係。今回は，ま

ずこの種についてまだ報告のない積雪期の日周活動について，いくつかの知見を得たので、報告

したい。

本論に先だち，御指導下さった北大農学部応用動物学教室の阿部永助教授，北大農学部演

習林の太田嘉四夫助教授，調査にあたって様々な援助を下さった北大苫小牧地方演習林の石城

謙吉林長はじめ，教職員の方達，実際に調査を手伝ってくれた教室の学生の人達に深く感謝

する。

調査地の概観と鵠査方法

調査は北海道苫小牧市郊外に位置する北海道大学苫小牧地方演習林の林内 (422林班)に

設置されている 1haの野外飼育場において 1974年1月-3月に行なった。 この囲いは地上

1m，地下1mのトタン板で囲われ，ネズミの移出入はない。 この囲いはさらに 0.5haづつに

2分されており，冬期の日周活動の

測定はこの 1つの小囲いを使用して

行なわれた (Fig.1)。

この演習林は海岸より約5.5km

内陸に入った丘陵地帯にあり， ミズ

ナラ，サワシパ，ハルエレ，ハリギ

れアオダモ等を主とする温帯北部

落葉広葉樹林からなっている。地表

は樽前火山群の噴出物によっておお

われ，腐植層の発達は悪い。林床植

物はオシダ，マイズルソウ，ユキザ

サ，フッキツウ，ナニワズ等を主体

とし，スゲ，ヨシ等の禾本科植物は

少ない。 またササ類ではミヤコザ

サ，スズタケ，クマイザサがみられ

るが，その植被函積は少なくパッチ
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Fig. 1. Rough skech of the pen. 



エゾヤチネズミにおける日周活動の季節変化(出羽) 107 

状に分布するだけである。

この演習林では，これまでにエゾアカネズミ Apodemusspeciosus ainu (THOMAS)，ヒメネ

ズミ A.argenteus ~TEMMINCK et SCHLEGEL)，エゾヤチネズミ Clethrionomys叫focanusbed-

fordiae (THOMAS)，ミカドネズミC.rutilus mikado (THOMAS)の4種類が記録されているが，

Apodemus属の前2種が優勢で，Clethrionomys属は少なく，エゾヤチネズミがやや多くなる

のは造林地等人手の加った所で、ある。
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Fig. 2. Air temperatures recorded at the weather station of the 
Experimental Forest of Hokkaido University. The range 

between the mean daily maximum and mean daily mini-
mum is plotted for each 10・dayperiod. 

~50 

n
u
n
u
n
U
 

4

3

2

 

ェ
ト

ι
凶

凸

〉

〉

O

Z
の

60 

10 

w XII 1 II m 
MONTH AND 15 DAY PERIOD 

Fig. 3. Snow depth. The open bars represent the maximum and minimum 
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Fig.2に気温， Fig.3に積雪の深さについて示す。 この地域は太平洋に面しているため，

冬期は比較的，晴天の日が多く降雪量は少ない。 積雪が安定するのは1月に入ってからで， 1 

月， 2月には最も深く安定しているが， 3月に入るととけはじめ， 4月には完全に消失する。下

草は5月はじめから生長し， 5月末には被度はほぼ100%となる。したがって，この 1-3月の

調査期聞はこの地域において，気温は最も低いが，積雪は最も多く，かつ安定している時期で

ある。

調査に用いたネズミは全て，石狩郡当別町太美にある防風林より採集，囲いへ放飼したも

のである。 したがって 1-3月の調査期間中に生存していた個体は， 1973年春~夏に石狩太美

で生まれた個体 (1973年7月と 11月に放飼)と 1973年 10月に前記の個体より囲い内で生ま

れた個体である。 囲い内には 10m間隔で碁盤目状に生捕りワナが配置され，その上にはふた

のはずれるようになった木箱がかぶせである。この箱は積雪期でも捕獲作業を容易にするため

のものである。 毎月 1回， 5月間センサスを行い， 5日目から 7日目までの2昼夜， 3時間おき

にワナをみまわり，捕獲された個体の番号，性，体重，繁殖状態等を記録した。活動性の大小

は3時間あたりの捕獲率 (3時間内に捕獲された個体数/全個体数X100)の大小によって判定し

た。 さらに，捕獲率の大小がネズミの活動性の大小を反映していることを確かめるために， 3 

月24日-26日の2昼夜， 1個体について， ワナ捕獲と放射性同位原素 Zn65を用いた GEIGER

MULLER CONTERによる行動追跡(以下 RI標識法とする)を同時に行なった。

結 果

1. 個体数の変化

Fig.4に個体数の変化を示す。 11月15日には65個体が生存していたが， 4月までに 14

個体まで減少し，この月から繁殖が始まり 5月には幼体が出現して再度，個体数は増加を示し

た。この11月-4月間の減少のしかたは3つの時期に分けることができる。 1)11月から 12月
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Fig. 4. Changes in numbers of voles from autumn to spring. 
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下旬もしくは 1月初旬までは高い死亡率を示した (5.21%/週)02) 1月初旬から 3月下旬頃まで

は安定した時期で1.39%/週の低い死亡率を示した。 3)3月下旬から 4月にかけて 12.44%/週

と再度高い死亡率を示した。 この急激な減少を示した (1)，(3)の時期は地表面に林床植物がな

く裸地状で，しかも積雪開始期と融雪期に相当している これに対して (2)の死亡率の低い時

期は積雪が最も深く，かつ安定している時期で，日周活動の測定はこの期間に行なわれた。

2. RI標識法による個体の行動追跡

Fig.5にRI標識法による活動時間帯(巣外)と非活動時間帯(巣内)，およびワナに捕獲

された時刻を示す。 図から明らかなように，巣から出ている活動時間帯は日中に集中してお

り，夜間はわずかしか巣外へ出ていない。またワナに捕獲された時刻も同様に日中，特に午後

から日没頃の聞に集中していた。
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Fig. 5. Activity observed by tracing with a Geiger-Muller Counter 

after implanting Zn65 in a male， from 25-27， March 1974. 
The arrows represent the time that the male was trapped 

by live traps. 

3. 白周活動

Fig.6に3ヵ月間の合計， Fig.7に各月の日周活動を示す。 Fig.6は毎月 2昼夜連続で行

なった観察のうち， それぞれ第1日目， および第2日目の資料の3ヵ月分(各3回分)を合計

したものである。
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Fig.6から明らかなように昼夜をとわず捕獲されていることと同時に，非常に安定まず，

日没後は急激日没直前頃に活動のピークを示し，した日周活動を示している点に特徴がある。

日の出後，再び捕獲率は高くなって午後のピークへ

と続いている。つまり夜間よりも日中に捕獲率が高く， 日没直前頃にピークを示す一山型の

日周活動を示した。 6:00-18: 00を日中とみると， 3時間あたりの捕獲率の平均は3カ月間の

に捕獲率が落ちて夜明け頃に最低となり，
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日中の方が夜間よりも 0.5%の危険率で、有意に高かった(数値は図中に示してある)。

次に月ごとにみると (Fig.7)，3月の第2日目の 12:00-15:∞における捕獲率が低く，ま

た第3日自の 3:00-6:∞の捕獲率がやや高くなっているが基本的には各月とも同じ日周活動

(出羽)エゾヤチネズミにおける日周活動の季節変化

合計で，

活動のピークを示した時刻は1月の第1日目と 3月の第1日目をのぞいて，全て

15: 00-18: 00の日没頃であった (15:00-18:∞の捕獲率;平均50.0%，最高55.9弘最低

43.3%)。それに対して捕獲率の最低を示した時刻は日の出直前噴の 3:00-6:00が3回，夜半

を示した。

の21:00-24: 00に2回，0:00-3:∞が1回と日の出前に最も低い傾向はあるが一定していな

3月の第2白目を除いてい (3:00-6:00の捕獲率;平均18.8弘最高30.0%，最低 12.5%)。

これらは

3カ月間の合計 (Fig.6)でみると平均化されて消失してしまう。

次に地上lOcm(木箱内)で測定した気温との関係であるが，大まかには気温の変化と捕

しカミし，もしくは0:00-3:00にも小さなピークを示した。

時刻が一定していないため，

夜間の21:∞-24:00，

しかし各月とも，気温がピークを過ぎ夕方急激に

また，朝6:00以後の捕獲率の上昇は気温の

獲率の変化とは一致しているようにみえる。

下り始める時に，捕獲率がピークを示している。

3月第3日目は気温の上昇にもかかわらず捕獲率はや

いずれにしても，捕獲率の変動は気温の変動よりややおくれているといえ

上昇と一致しているようにみえるが，

や減少している。

ょう。

雌雄聞の比較4. 

日

日没直前にピークを示すという基本的な活動パターンは雌雄ともに同じで

あった。両性ともに昼夜の捕獲率の差は0.5%の危険率で有意であった。

まず，昼夜を通じて捕獲され，Fig.8に雌雄別にみた3カ月間合計の日周活動を示す。

中に捕獲率が高く，

また夜間の小さなピ

ークについて，雌では0:00-3:00，雄では第1日目の 21:∞-24:∞に現われているが，各月

ごとにみると(図示していなL、)，両性ともその小ピークの出現やその時刻は一定していない。

次に量的にみると，夜間は雄が雌よりも捕獲率が高い傾向はあるが大きな差はない。しか

日中では大きな差があり，雄の捕獲率は雌のものよりも 0.5%の危険率で有意に高い。 ー'-
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それをみるために Fig.9

Fig.9 

この雌雄差は体重差，齢差を反映している可能性があるので，

に同年齢グ、ループでの雌雄の比較， Fig.lOに同体重レベルで、の雌雄の比較を示した。

から，春~夏生まれの個体(上図)では昼夜ともに有意な差ではないが雄の捕獲率は全体とし

秋 (10月)生まれの若い個体(下図)では日中は雄が雌よりも有意に高

いが，夜間は逆に雌の捕獲率が雄のものよりもやや高い場合が多かった(有意差なし)0Fig.lO 

こで，

て雌よりも高かった。

から，体重 25g以上の個体(上図)では日中は有意に雄が雌よりも高いが，夜間におけるその
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齢の違いによる比較5. 

上図は雄雌合Fig.11に春~夏生まれと秋 (10月)生まれの個体で比較したものを示す。

まず，雌雄合計(上図)でみ

ると，春~夏生まれも，秋生まれの若い個体も基本的な日周活動型は同じである。量的には昼

夜ともに春~夏生まれの個体の捕獲率が秋生まれのものよりも高い傾向はあったが有意差はな

計，中，下図はそれぞれ雌雄ごとに齢差を比較したものである。

雄だけで齢差を比較すると(下図)昼夜ともに春~夏生まれが秋生まれよりも高い捕

獲率を示しているが，

春~夏生まれが秋生まれよりも捕獲率がやや高く，夜間は逆に秋生まれの捕獲率がやや高い傾

雌(中図)では日中は日中には有意差がなく夜間に有意差を示した。
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6. 体重の遣いによる比較

Fig.12に体重 25g以上の個体と 24g以下の個体で、比較したものを示す。 中，下図はそ

れを雌雄ごとに比較したものである。まず上図より明らかなように，日周活動型に体重による

差はない。 量的には，昼夜ともに 25g以上の重い個体の捕獲率が軽い個体のものより高い傾

向はあるが有意差はなかった。雌雄別にみるとさらにその差は不明確で，特に雄では(下図)

体重差による捕獲率の違いはほとんど認められない。 雌(中国)では，重い個体の方が軽い個

体よりも捕獲率の高い部分が多いけれども，その差は不明瞭である。

考 察

1) まず，捕獲率の大小によって活動性の大小を判定することについて考えてみたい。高

津・太田(前出)はワナ捕獲による日周活動の測定には， 1)ネズミの活動は主として摂食活動

である。 2)ネズミは摂食活動によってワナに入る。 3)ネズミのワナに入る率は活動性の大小

に比例する，という仮定が必要であるとしている。今回の調査時期は非繁殖期であることか

ら，この期間のネズミの活動は摂食活動が主体であったとみなしてさしっかえないであろう。

それと，RI標識法による個体の行動追跡の結果とワナ捕獲による結果がほぼ一致していたこと

から今回の結果は上記の仮定を裏づけるものと考えられる。しかし，冬~春への日周活動の変

化は個体の急速な成長や繁殖活動とも関係しているらしいとし、う報告もあり (STEBBINS1971)， 

繁殖期においてもこの仮定を確かめることが必要であろう。

ネズミがよく利用する坑道上や巣に近接した場所にワナが置かれた場合には，放逐直後，

または非活動時間帯における巣の周辺での小活動時にまで捕獲される可能性があり，結果的に

は真の活動時間帯を不鮮明にすると考えられる (HAMILTON前出)。この調査でも倒木に近接し

て置かれワナの中には毎回連続して捕獲されるものがあり，上記のような現象がいくらかは生

じていたと考えられる。しかし，えられた日周活動型は明確で、あり，この現象が全体のリズム

を不鮮明にするほどあったとは考えられない。以上のことから，えられた捕獲率の大小は一日

の活動周期をよく反映していたものと考えられる。

2) 次に囲いという件条がこの種の本来の活動型を変化させていないかということについ

て考えてみたい。調査期間中， 30-34頭/0.5haのネズミが生存していた。この密度は同じ時

期の自然状態のものに比べて相当な高密度であったと考えられる。集団の日周活動型は外的な

環境要因と集団内の社会的関係を通じて形成されると考えられる。その結果，高密度時には日

中の活動が多くみられたり(高津・太田前出)，摂食の順位が生じたり(BoWN1953)，社会的に

上位の個体やグ、ループと下位のものとの聞で活動時刻にづれが生じたりすることがある(藤

本前出，和泉前出)。 しかし，この調査でえられた活動型は日没頃をピークとした日中活動型

で，一部の個体が日中にも活動するようになったとは考えられない。 また，合計，性別，齢

別，体重別にみても，活動型はほぼ同じであり，偲体群内に社会的異質化が生じたり，あるい
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はそれによって活動時刻がづれていたということはない。また，この時期は非繁殖期であると

ころから個体聞の排他的干渉は弱まっている時期であり，各個体のホームレンジは互いに強く

かきなりあい，かえって集中の傾向さえあった(出羽未発表)。このことからも高密度が本来の

活動型を変形させていたとは考えがたい。

次に，この種は草本の葉，茎，根部を主食とする(太田 1955，上回他1967，五十嵐1970)

が，この時期に残っていた緑色の草木としてはナニワズ，フッキソウなどごく小量のものであ

った。また，木箱内には多数の細い木の枝が持ちこまれ，その樹皮に食痕がみられたこと，融

雪期，アオダモを中心として立木に多数の食痕が残されていたことなどから，高密度とも関連

してある程度の食物不足の状態にあったものと考えられる。 STRECKERand EMLEN (前出)は

ハツカネズミにおいて，エサ不足におちいった集団では本来の夜行性から日中にも活動しはじ

めたことをみた。しかし，このことについても，高密度の影響の項で述べたのと同じ理由で，

この日中の活動がエサ不足によって生じたものとは考えられない。

この時期の捕食者としてはキタギツネ，エゾフクロウが主で，他にホンドイタチおよび逃

亡したミシクが考えられる。これら捕食者の囲いへの侵入は全く自由であったことから，日周

活動に対する捕食者の影響に関しても自然状態と同じであったと考えられる。

以上の理由から，ここでえられた結果はこの地域での積雪期における一般的な活動型を反

映しているものと考えられる。

3) この種の春~秋期における日周活動型は日没頃と日の出頃をピークとした。夜間活動

型であるとされている(上回前出，高津・太田前出)。しかし，今回えられた冬期の日周活動型

は日没直前をピークとした日中活動型であった。この季節変化をもたらす要因について論ずる

だけの資料はまだえられていないが，ここでは積雪の被覆としての影響についてふれておきた

い。 STEBBINS(1972)はカナダのヤチネズミc.gapperiにおいて，北緯 53033'のエドモントン

では積雪期ばかりでなく，一年中日の出直後をピークとした。 日中活動型で，北緯 60045'の

Hert Lakeでは逆に積雪期においても夜間活動型であることをみている。この緯度による違い

の原因について不明ではあるが，日長の違い，特に HertLakeでは短かい昼と長い夜そし

て6カ月間にわたる積雪の存在を考える必要があるとしている。 また， BEHNEY (1936)は

Per・omyscusの一種が積雪の存在によって，夜行性から日中にも活動するようになったことを

報告している。これまでの報告から，ネズミ類の日周活動には様々な要因が影響するらしいこ

とがわかるが，最も基本的な外的要因は光であり，冬の低温は活動型を変えるものではなく，

活動量を低下させるものと考えられる (GETZ1968， JOHNSON 1926， BEHNEY前出， STEBBINS 

1971， 1972)。深い積雪は冬の低温からネズミを保護し，また捕食者からの保護という点でもネ

ズミの冬の生活にとって有利な側面をもっと考えられる (FULLER，STEBBINS and DYKE 1969)。

同時に積雪の存在により地表面の光量は著しく低下しかっその変化の範囲も小さくなるもの

と考えられる。このことから積雪の存在が冬期の日周活動に関係する重要な要因の 1つとなる
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可能性が考えられる。ただ，ネズミは積雪上でも活動するが，積雪が深くなると雪上での活動

は減少するのでますます積雪下での条件が重要となるであろう (Fig.13)。

4) 雌雄差，齢差，体重差について

日周活動型については雌雄，齢，体重の違いによる変化はなく全て同じであった。 しか

し，捕獲率については違いがありその中で最も明確なものは雌雄差であった。一般にネズミ類

において，雄のホームレンジは雌のものより大きいことが認められているが，これは繁殖活動

と結びついた現象で、非繁殖期にはその差はないと考えられている(田中 1967)。今回の調査で

も，実測レンジ長は雄:23.9土6.68m，雌:23.1:1:7.40 m (各月に 10回以上捕獲された個体に

ついての 1-3月の平均)でほぼ差はなかった。 このことから，捕獲率の雌雄差はホームレン

ジの大きさの違いによってワナへぶつかる頻度の違し、から生じたものではないことがわかる。



118 北海道大学農学部演習林研究報告第32巻第1号

BROWN (1955)はc.gapperiにおいて，やはり雄の捕獲率が雌のものよりも高いことをみてい

るが， これは雄の“せんさくずき"な性質と，雌による仔の保護と関係していると述べてい

る。今回は非繁殖期においても雌雄差のあることが明らかになったが，今後ネズミの各種の行

動内容についての調査と関連させて日周活動の雌雄差，齢差，体重差について調査を進める必

要があると思われる。

要 約

1) 北海道大学苫小牧地方演習林に設置された 0.5haの野外飼育場において，エゾヤチ

ネズミの積雪期の日周活動について調査を行なった。調査方法は3時間間隔で生捕りワナをみ

まわり 3時間内に捕獲された個体数/全個体数x100をもって活動性の大小を判定した。

2) 調査期間は積雪量が最も多く安定していた 1974年 1月-3月に毎月 2日間の連続調

査を行なった。この期間，囲い内には 30-34頭のネズミが生存していた。

3) 各月とも安定した日周活動型を示し，一日中活動するが，日没直前に活動のピークが

あり，夜間よりも日中に活動性の高い一山型の日周活動が認められた。

4) 雌雄，齢，体重の違いによる日周活動型の差は認められなかった。

5) 活動量については，雌雄間で差があり，夜間はほぼ同じであるが，日中の捕獲率は雄

が雌よりも有意に高かった。齢差については，春~夏生まれの個体は秋生まれの若い個体より

も捕獲率の高い傾向がみられたが，雌雄差のような明確な差は認められなかった。体重の違い

による差はさらに不明瞭で、あった。
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Summary 

Daily rhythms of the red-backed vo1e (Clethrionomys rufocanus bedfordiae THOMAS) 

popu1ation were studied in a 0.5 hectare outdoor pen in Tomakomai Experimenta1 

Forest of Hokkaido University from January to March 1974. Live traps were set for 

two days and checked at interva1s of three hours. The activity of vo1es was judged 

by the rate of vo1es trapped in each three hours period to the tota1 vo1es in the pen. 

A relatively stab1e pattern of the daily rhythm was observed every month. It was 

main1y diurna1 in activity with a peak at just before sunset. 

No di妊erencewas recognized in the pattern of activity between age classes， body 
weight classes and sexes， respective1y. 

Activity of ma1es was a1most the same as that of fema1es at night but apparently 

higher in the daytime. Activity of vo1es born in spring or in summer showed a tend-

ency to be higher than that of vo1es born in autumn， but it was not so clear as the 

di妊erencebetween ma1e and fema1e. The di妊erenceof activity between two body 

weight classes (ミ 25g，話 24g) was further obscure. 


